
 

 

 

 

 

 

 

秋の深まりを感じる今日この頃、だんだんと寒さも増し、山の木々たちも一気に色づき

そうですね。この寒さに、どうしても家にこもりがちになりますが、一歩外に出ればどん

ぐり、落ち葉、まつぼっくり…など、自然がくれるステキなプレゼントがたくさんありま

す。寒さなんか吹っ飛ばして、この時期だからこそ楽しめる、お散歩や山登りに行ってみ

るのもいいかもしれませんね！！ 

 

 

★すじ道をつくろうとする４歳児 

 人間の発達は、葛藤を乗り越えるなかで新しい力と力強い人格を獲得していくという法

則に貫かれています。４歳は、そのような葛藤を克服した輝きを示してくれる時期でしょ

う。「からだ」でも、「えがく・つくる」でも、そして「ことば」でも、自らの表現が広が

ってきます。とりわけ、ことばの世界において、「えーと」、「そんで」などの表現をはさみ

つつ、楽しかったこと、うれしかったことを、一生懸命伝えてくれようとします。はなし

たいことがいっぱいある４歳児なのです。しかし、そのねがいにことばの表現の力が追い

つかないために、いったい何が言いたいのか、聞いていてイライラすることが毎日ありま

す。そんなとき、「早く言いなさい」、「何が言いたいの」とせかすおとなの癖が出てしまう

こともあります。どんなに未熟な表現であっても、自らの経験を自らのことばで表現しよ

うとしている姿が４歳児の輝きなのです。表に現れた姿を見つめるだけでなく、背景にあ

る前向きな気持ちを見出していくことが、発達をとらえるおとなの目として求められてい

るのです。 

 「えーと」、「そんで」と元気よく語ろうとする４歳児には、まだ指すいが残っているか

もしれません。しかし、３歳のころみられたみんなのなかに入れないで、不安そうに指を

すっている姿ではありません。先生の紙芝居を一生懸命聞いているときやテレビを見てい

る時などに目立つことでしょう。あるいは、先生がこれからみんなでとりくむ保育所の周

りの地図を描くあそびを説明しているときなどに、思いをめぐらしながら、ついつい手は

口へ入っているのです。だから、この時期の指すいは、「相手の話を聞きながら、思いをめ

ぐらす」という「ながら」行動がとれるようになった証でもあります。頭のなかで、すじ

道を理解しようとしている力ともいえるでしょう。 

 こんな力が育つと、迷路あそびが大好きになってきます。保育所の周りの地図を具体的

に描くことなどは、少しむずかしいのですが、頭のなかで思いをめぐらし、友だちとイ

メージを交わしながら、創造の世界は広がっていきます。しかし、その描き終えた作品

について、「何を書いたの」と問われると、「えーとなあ」と元気よく答えてくれる子ど

もたちもいれば、上手に話したいのに、話せない子どもたちも必ずいます。しなければ

ならないこと、したいことはあるのですが、それがうまくいかないことがわかり、そし

て、自分を評価している人の心がわかるので、コチコチになってしまうのです。こんな

とき、なお一生懸命おとなは話させようとします。子どもは、相手の期待が感じられれ

ば感じられるほど、話せなくなってしまうはずです。しかし、心配ありません。おとな

に話せなかったことでも、友だちには語ることができます。そのとき、これが本当の自

分の力だといわんばかりに、せきとめられていたことばは、友だちとの間にほとばしる

のです。        参考文献：『発達の扉㊤ 子どもの発達の道筋』白石正久・著 

 

  

次回のばなな教室は… 
①・全の方              ②・全の方  

12 月 7日（木）           12 月 21 日（木） 

活動は、『くりすますせいさく』をします    活動は、『くりすますせいさく』をします 

持ってくるもの：マーカー・のり・はさみ    持ってくるもの：マーカー・のり・はさみ 

 

     

 

ばななだより 
草笛学園  2023 年 11 月号  

『参加される皆様へ』 ～ご協力をお願いします～ 
・お休みをされる場合は、学園までご連絡下さい 

・参加費はおやつ代の１００円です。制作や、クッキングの活動の時には材料費として＋100

円いただきます。その都度お知らせします。おつりのいらないようご用意下さい 

・草笛学園遊戯室での活動となります 

・靴は下駄箱に入れて下さい 

・水分補給のため、お茶を用意して下さい（ジュース類は控えて下さい） 

・きょうだい児の参加は、ご遠慮下さい。預け先がない場合は事前に職員までご相談下さい 

・トラブルによるケガ防止のため、参加前に爪を必ず切ってきて下さい 

 
【感染症対策について】（※国の方針に準じて対策を見直しています） 

 

・参加者・職員共にマスクの着用は自由とします。但し、クッキングの際やその時々の

感染状況をみて着用をお願いする場合があります 

・原則大人 1 名・子ども 1 名の参加をお願いしてきましたが、今後はその限りとはし

ません。但し、グループによっては参加者が多い場合がありますので、担当職員にご

相談ください 

・入室前の検温・申告は不要ですが、朝の検温等、引き続き体調管理をお願いします。

37.5 度以上の発熱がある場合は参加をお控え下さい 

・園内の換気や消毒は引き続き継続します 

 

 


